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2014年6月29日日 10:30 –17:00

名古屋大学文学研究科 237講義室
（終了後にレセプションを予定しています）

名古屋大学大学院文学研究科

「人類文化遺産テクスト学研究センター」 公開シンポジウム

Nagoya University, Graduate School of Letters
Center for Cultural Heritage and Texts
Open Symposium
June 29, 2014     Nagoya University, Japan

1　木俣元一［名古屋大学大学院文学研究科教授］  

                         バルテュスとキリスト教　  2　栗田秀法［名古屋大学大学院文学研究科教授］ 

                             バルテュスとプッサン

3　鈴木俊晴［豊田市美術館学芸員］ 

                        バルテュスとクールベ　　4　副田一穂［愛知県美術館学芸員］ 

                            バルテュスとシュルレアリスム　　　　　　　　　5　吉田映子［三重県立美術館学芸員］ 

                        バルテュスとボナール　　　　　　　　　　　6　坪井秀人［国際日本文化研究センター教授］ 

                            バルテュスと少女文化　　　　　　　　　　

主催●名古屋大学大学院文学研究科 附属「人類文化遺産テクスト学研究センター」
後援●日仏美術学会  お問い合わせ●木俣元一 電子メール imago@lit.nagoya-u.ac.jp

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、 

バ
ル
テ
ュ
ス
と
そ
の
作
品
と
い
う

き
わ
め
て
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
対
象
を
、 

様
々
な
視
点
に
基
づ
い
て
境
界
を
措
定
し

そ
の
境
界
で
機
能
す
る
微
妙
で
複
雑
な
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で

立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
。

報
告
者
は
い
ず
れ
も
バ
ル
テ
ュ
ス
の
専
門
的
研
究
者
で
は
な
い
が

少
女
文
化
、 

プ
ッ
サ
ン
、 

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、 

ク
ー
ル
ベ
、 

ボ
ナ
ー
ル
、 

キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た

各
々
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
に
立
脚
し
、 

い
わ
ば
外
部
か
ら
照
ら
し
出
す
こ
と
で

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
鮮
な
バ
ル
テ
ュ
ス
像
を
提
案
し
て
い
く
。

《午前の部》 10:30-12:00

P R O G R A M

《午後の部》 13:15-17:00

ディスカッション

《参加費無料・事前申し込み不要》《参加費無料・事前申し込み不要》


